
 

 

中央防災会議 

｢日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に関する専門調査会｣ 

北海道ワーキンググループ 

（第１回） 

 

 

 

北海道周辺の日本海溝・千島海溝で 

発生する海溝型地震について 

（図 表 集） 

 

 

 

 

平成１６年３月２２日 

中央防災会議事務局 

資料２－２ 



三陸沖北部 十勝沖 根室沖 色丹島沖 択捉島沖

1800年

1850年

1900年

1950年

2000年

1

1894年3月22日 M7.9 

1843年4月25日 M8.0 ★

1952年3月4日

1969年8月12日
1963年10月13日M8.1、Mw8.5

★

★ ： プレート間地震

★ ： ひとまわり小さい
プレート間地震

★ ： プレート内地震

注１）地震調査委員会(1999,2003)をもとに気象庁のマ
グニチュード改訂を反映して作成。

注２）2003年の地震の震源域は、地震研究所による。
注３）枠付きの地震の幅は、震源域に対応。

図２．１ 千島海溝周辺のM8クラスの主な海溝型地震
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1918年9月8日M8.0

★
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三陸沖北部 十勝沖 根室沖 色丹島沖 択捉島沖

1800年

1850年

1900年

1950年

2000年

2

★ 1978年12月6日M7.2 

1978年3月23・25日

★1900年12月25日 M7.1

★1915年3月18日 M7.0

1962年 ★ 4月23日 M7.1

1961年
★8月12日

1991年12月22日 ★ M6.8
★ 1995年12月4日M7.3 

1993年1月

★1924年12月29日 M6.2

★ ： プレート間地震

★ ： ひとまわり小さい
プレート間地震

★ ： プレート内地震

注１）地震調査委員会(1999,2003)をもとに気象庁のマ
グニチュード改訂を反映して作成。

注２）枠付きの地震の幅は、震源域に対応。

図２．２ 千島海溝周辺のM7クラスの主な海溝型地震
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図２．３ 千島海溝周辺で発生する主な海溝型地震の震源メカニズム

（気象庁提供） 



 

図２．４ 千島海溝周辺の海溝型地震のアスペリティ分布 

（千島海溝沿いは以下の通り） 

＊アスペリティのコンターは、山中・菊地(2003)による 

＊1958, 1963, 1969 は、地震断層パラメターハンドブックによる

各イベント分布 

＊1993 は、井出ら(1994)による変位量分布 

＊1994 は、菊地・金森(1995)による各イベント分布 

（日本海溝沿いは、山中・菊地(202)によるアスペリティのコン

ター 

    地震調査委員会 

による領域区分 

    地形などによる 

区分 
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図２．５   千島海溝周辺の海溝型地震の津波波源分布 
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    地震調査委員会 
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図２．６ 千島海溝周辺の海溝型地震のアスペリティと津波波源の分布

（千島海溝沿いは以下の通り） 

＊アスペリティのコンターは、山中・菊地(2003)による 

＊1958, 1963, 1969 は、地震断層パラメターハンドブックによる各イベ

ント分布 

＊1993 は、井出ら(1994)による変位量分布 

＊1994 は、菊地・金森(1995)による各イベント分布 

（日本海溝沿いは、山中・菊地(202)によるアスペリティのコンター 

    地震調査委員会 

による領域区分 

    地形などによる 

区分 
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震源域は断層パラメターハンドブックによる

波源域は羽鳥による 

図２．７．１  1963 年択捉島沖地震の震源域と波源域 
（プレート間地震） 

図２．７．２  1958 年択捉島沖地震の震源域と波源域 
（プレート内地震） 

震源域は断層パラメターハンドブックによる

波源域は羽鳥による 

余震分布から求めた震源域

（地震調査委員会） 
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震源域は断層パラメターハンドブックによる

図２．７．３  1969 年北海道東方沖地震の震源域と波源域

（プレート間地震） 

図２．７．４  1994 年北海道東方沖地震の震源域と波源域

（プレート内地震） 

震源域は断層パラメターハンドブックによる

波源域は羽鳥による 

波源域は羽鳥による 
余震分布から求めた震源域

（地震調査委員会） 
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震源域は井出ら(1994)による 

波源域は羽鳥による 

余震分布から求めた震源域

（地震調査委員会） 

震源域は山中・菊地(2003)による 

図２．７．５  1973 年根室半島沖地震の震源域と波源域

（プレート間地震） 

図２．７．６  1994 年釧路沖地震の震源域と波源域 
（プレート内地震） 
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震源域は山中・菊地(2003)による 

波源域は羽鳥による 余震分布から求めた震源域

（地震調査委員会） 

谷岡(2004)によるすべり量分布 

谷岡(2004)によるすべり量分布 

波源域は谷岡による 

震源域は山中・菊地(2003)による 

図２．７．７  1952 年十勝沖地震の震源域と波源域 
（プレート間地震） 

図２．７．８  2003 年十勝沖地震の震源域と波源域 
（プレート間地震） 
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波源域は羽鳥による 

震源域は山中・菊地(2002)による

図２．７．９  1968 年十勝沖地震の震源域と波源域 
（プレート間地震） 
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図２．８．１ 地震調査委員会による太平洋プレート上面のコンター 

 

 

 

 

 

深度100km
東経142.5度 東経147.5度東経145.0度

深度50km

深度0km

海洋プレートの形状

気象庁による震源分布

勝俣他(2002)

Kosuge et al.(1996)

地震調査推進本部

1996年～2002年.M2以上.

図２．８．２ Iwasaki et.al.(1988)の測線上での地震探査結果 
微小地震分布、プレート上面形状の比較 
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図２．９．１  千島海溝に沿って発生した過去の地震による震度の最大値の分布 

      は地震の震源位置（期間は 1894 年～2003 年） 
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図２．９．２ 1963 年択捉島沖地震による震度分布 図２．９．３ 1958 年択捉島沖地震による震度分布 

図２．９．４ 1969 年北海道東方沖地震 

による震度分布 

図２．９．５ 1994 年北海道東方沖地震 

による震度分布 



 15

136.0
140.0 144.0 148.0

152.0

36.0 

40.0 

44.0 

136.0
140.0 144.0 148.0

152.0

36.0 

40.0 

44.0 

２以下

３

４

５

６

７

136.0
140.0 144.0 148.0

152.0

36.0 

40.0 

44.0 

136.0
140.0 144.0 148.0

152.0

36.0 

40.0 

44.0 

２以下

３

４

５

６

７

 

 

 

 

136.0
140.0 144.0 148.0

152.0

36.0 

40.0 

44.0 

136.0
140.0 144.0 148.0

152.0

36.0 

40.0 

44.0 

２以下

３

４

５

６

７

 

 

 

 

 

 

 

図２．９．６ 1894 年根室沖地震による震度分布 図２．９．７ 1973 年根室沖地震による震度分布 

図２．９．８ 1993 年釧路沖地震による震度分布
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図２．９．10 2003 年十勝沖地震による震度分布 

図２．９．９ 1952 年十勝沖地震による震度分布 
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図２．９．12 1968 年十勝沖地震による震度分布 

図２．９．13  浦河沖の地震による震度の最大値の分布 

  は地震の震源位置（期間は 1909 年～1991 年） 



 

 

 

 

図２．10．１  千島海溝に沿って発生した過去の地震による津波の高さの最大値の分布 
        期間は 1854 年から 2003 年 
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図２．10．２．1963 択捉島沖地震（M8.1） 

による津波の高さ分布 
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図２．10．３ 1963 択捉島沖地震の余震（M6.7） 

による津波の高さ分布 
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図２．10．４ 1958 択捉島付近の地震（M8.1） 

による津波の高さ分布 
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図２．10．５ 1969 北海道東方沖地震（M7.8） 

による津波の高さ分布
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図２．10．６ 1994 北海道東方沖地震（M8.1） 

による津波の高さ分布 
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図２．10．７ 1894 根室沖地震（M7.9） 

による津波の高さ分布 
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図２．10．８ 1973 根室半島沖地震（M7.4） 

による津波の高さ分布 
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図２．10．９ 1843 天保地震（M7.5） 

による津波の高さ分布 
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図２．10．11  2003 十勝沖地震（M8.0）による津波の高さ分布

図２．10．10 1952 十勝沖地震（M8.2）による津波の高さ分布
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佐竹健治・七山 太・山木 滋（2003）による 

17 世紀に北海道東部で発生した異常な津波の波源モデル 

より抜粋 

「活断層・古地震研究報告」，No.3， 315-362． 
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